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県都まちなか再生ファンド事業（観光誘客に資する洗練された店舗等整備支援事業補助金） 

交付要綱 

 

 

（目的） 

第１条 この要綱は、県都まちなか再生ファンド運営委員会（以下「委員会」という。）が実施す

る補助金交付事業に関する必要な事項を定め、その業務の適正かつ円滑な実施に資することを目

的とする。 

 

（事業の内容） 

第２条 県都グランドデザインに記載されている「魅力的な建物・店舗が集積するまち」にするた

め、県内はもとよりインバウンドを含めた県外客にも福井の美食を楽しめる店舗など、観光誘客

に資するとともに洗練された店舗等の出店やリノベーションに対して支援する。 

 

（定義） 

第３条 この要綱において使用する用語の定義は、次の各号とする 

① 「観光誘客に資する洗練された店舗等整備」とは、県内はもとよりインバウンドを含めた

県外客にも福井の美食を楽しめる店舗を新築、建替、改修により整備することをいう。 

② 「新築」とは、更地に新たに建築物を建築する工事とする 

③ 「建替」とは、既存建物を除去し、新たに建築物を建築する工事とする 

④ 「改修」とは既存物件に対して行う内装工事、外装工事、設備導入とする。 

⑤ 「店舗等」とは、店舗及び建物とする。 

 

（補助対象事業者） 

第４条 この要綱で対象とする補助対象事業者は、次に掲げるすべての項目を満たす建物所有者、

出店者、家守会社、所有者から委託や委任を受けた者等リノベーションの実施主体とする。 

①法人、各種団体、特定非営利活動法人および個人 

②事業に必要な許認可を取得している者、または許認可を取得する見込みがある者 

③暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条に規定す

るもの、暴力団の構成員であると認められるもの、または暴力団に資金提供を行う等暴力団

の維持もしくは運営に協力し関与するものに該当しない者 

④民事再生法（平成１１年法律第２２５号）の規定による再生手続開始の申立て、会社更生法

（平成１４年法律第１５４号）の規定による更生手続開始の申立てまたは破産法（平成１６

年法律第７５号）の規定による破産手続開始の申立てが行われていないこと。 

⑤県税および市町村税の滞納がないこと 

 

（補助対象経費等） 

第５条 補助対象エリア、補助対象事業、補助対象期間、補助率、補助限度額及び補助対象経費に

ついては、別表に定めるとおりとする。ただし、他の県費補助対象事業、市費補助対象事業およ

び国庫補助対象事業の補助対象経費となっている場合は除くこととする。 

２ 常態として次に掲げる用途で使用または使用させる場合には、補助対象としない。 
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① 政治的または宗教的な活動を伴う場合 

② 風俗営業等の規制及び業務の適正化に関する法律（昭和２３年法律第１２２号）第２条第１

項第４号、第５号に規定する風俗営業または第２条第５項に規定する性風俗関連特殊営業 

③ 分譲住宅、賃貸住宅、住居兼事業所、シェアハウス等、居住を主たる用途とする場合 

④ 上記のほか、県都まちなか再生ファンド運営委員会において、支援対象とすべきでないと判

断した場合 

 

（補助事業の認定基準） 

第６条 補助事業の認定基準は別途定める 

 

（補助事業の認定） 

第７条 補助金の認定を受けようとする者（以下「申請者」という）は、様式第１の事業計画書を

作成し、委員会が別に定める資料を添付して委員会が定める期日までに委員会へ提出するものと

する。 

２ 委員会は申請者から事業計画書の提出があったときは、事業内容について、認定基準を満た

しているか事前審査するため、県、市、福井商工会議所に諮ることとする。 

３ 委員会は前項の事前審査で認定基準を満たしていると判断された場合は、すみやかに審査会

等を開催し当該申請にかかる審査を行うほか、必要に応じて現地調査等を行い、その結果、適

当と認められるものについて様式第２による事業認定通知書により事業者に通知するものとす

る。 

４ 委員会は、前項の通知を行うに当たって、補助金の交付の目的を達成するため必要があると

きは、次の各号に掲げる条件を付すものとする。 

① 認定事業の内容の変更（効用を減じない変更を除く。）をする場合には、委員会の承認を

受けること。 

② 認定事業に要する経費の配分の変更（経費区分の２０パーセントの範囲内の変更で補助金

額に変更を生じないものを除く。）をする場合には、委員会の承認を受けること。 

③ 認定事業を中止または廃止する場合には、委員会の承認を受けること。 

④ 認定事業が予定の期間内に完了しない場合または補助事業の遂行が困難となった場合に

は、すみやかに委員会に報告してその指示を受けること。 

⑤ その他補助認定事業に要する経費の使用方法に関すること。 

５ 第２項による通知を受けた申請者（以下「認定事業者」という。）は前項の通知をもって認定

事業に着手することができるものとする。なお、条件が付されている場合、事業に着手したこ

とをもってその条件を承諾したものとみなす。 

 

(認定事業の内容および経費の配分の変更) 

第８条 認定事業者は、認定事業の内容および経費の配分の変更をしようとするときは、あらかじ

め様式第３による申請書を委員会に提出し、その承認を受けなければならない。ただし、軽微な

変更についてはこの限りでない。 

 ２ 軽微な変更とは、認定事業の内容を効用が減じない程度に変更する場合、または認定事業に

要する経費の区分を経費区分の２０パーセントの範囲内で変更する場合をいう。 

３ 委員会は、第１項の申請を承認すべきものと認めたときは、様式第４による承認通知書を認
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定事業者に通知するものとする。 

 

(認定事業の中止または廃止) 

第９条 認定事業者は、認定事業を中止し、または廃止しようとするときは、あらかじめ、様式第

５による申請書を委員会に提出し、その承認を受けなければならない。 

２ 委員会は、前項の申請を承認すべきものと認めたときは、様式第６による承認通知書を補助

事業者に通知するものとする。 

（補助金の交付申請） 

第１０条 認定事業者は、第７条第２項による通知の条件に基づき、様式第７の補助金交付申請書

を作成し、委員会が別に定める資料を添付して委員会が定める期日までに委員会へ提出するもの

とする。 

２ 委員会は前項の規定による交付申請書の提出を受けたときは、補助金の交付決定を行い、様

式第８による補助金交付決定通知書により認定事業者に通知するものとする。 

３ 委員会は、前項の通知を行うに当たって、補助金の交付の目的を達成するため必要があると

きは、次の各号に掲げる条件を付すものとする。 

① 補助事業の内容の変更（効用を減じない変更を除く。）をする場合には、委員会の承認を

受けること。 

② 補助事業に要する経費の配分の変更（補助対象経費の相互間の２０パーセントの範囲内の

変更で補助金額に変更を生じないものを除く。）をする場合には、委員会の承認を受ける

こと。 

③ 補助事業を中止または廃止する場合には、委員会の承認を受けること。 

④ 補助事業が予定の期間内に完了しない場合または補助事業の遂行が困難となった場合に

は、すみやかに委員会に報告してその指示を受けること。 

⑤ その他補助事業に要する経費の使用方法に関すること。 

⑥ 第７条第２項の通知日を効力発生の日とする。 

 

(補助事業の内容および経費の配分の変更) 

第１１条 第１０条第２項による通知を受けた認定事業者（以下「補助事業者」という。）は、補

助事業の内容および経費の配分の変更をしようとするときは、あらかじめ様式第３による申請書

を委員会に提出し、その承認を受けなければならない。ただし、軽微な変更についてはこの限り

でない。 

２ 軽微な変更とは、補助事業の内容を効用が減じない程度に変更する場合、または補助事業に要

する経費の区分を経費区分の２０パーセントの範囲内で変更する場合をいう。 

３ 委員会は、第１項の申請を承認すべきものと認めたときは、様式第４による承認通知書を補助

事業者に通知するものとする。 

 

(補助事業の中止または廃止) 

第１２条 補助事業者は、補助事業を中止し、または廃止しようとするときは、あらかじめ、様式

第５による申請書を委員会に提出し、その承認を受けなければならない。 

２ 委員会は、前項の申請を承認すべきものと認めたときは、様式第６による承認通知書を補助事

業者に通知するものとする。 
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(状況報告) 

第１３条 認定事業者または補助事業者は、認定事業または補助事業の遂行状況の報告を求められ

たときは、様式第９による補助事業遂行状況報告書を委員会に提出しなければならない。 

２ 認定事業者または補助事業者は、認定事業または補助事業を予定の期間内に完了することがで

きないと見込まれるとき、または認定事業または補助事業の遂行が困難になったときは、速やか

に、様式第１０による認定事業（補助事業）遂行困難状況報告書を委員会に提出し、その指示を

受けなければならない。 

 

(実績報告) 

第１４条 補助事業者は、補助事業を完了したとき(補助事業の廃止の承認を受けたときを含む。

以下同じ。)は、１４日以内に様式第１１の補助事業実績報告書（以下「実績報告書」という。）

を委員会へ提出するものとする。 

２ 事業実施が複数年度に渡る場合で、補助事業が完了しない年度については、各年度の２月１５

日までに当該年度分について、様式第１１の補助事業実績報告書を提出するものとする。 

 

(是正命令等) 

第１５条 委員会は、前条に基づく実績報告の内容を審査し、補助事業の実施結果が交付決定の内

容およびこれに付した条件に適合しないと認めるときは、当該事業内容等に適合させるための措

置をとるべきことを補助事業者に命じることができる。 

２ 前項の規定は、第１３条第１項の報告があった場合にも準用する。 

３ 補助事業者は、第１項の措置が完了したときは、前条の規定に準じる実績報告を提出しなけれ

ばならない。 

 

（補助金の額の確定等） 

第１６条 委員会は、第１４条および前条に基づく実績報告の提出があったときは、当該実績報告

に係る書類の審査および必要に応じて現地調査等を行い、その報告に係る補助事業の実施結果が

補助金の交付の決定の内容（第１１条に基づく承認をした場合は、その承認された内容）および

これに付した条件に適合すると認めたときは、交付すべき補助金の額を確定し、様式第１２によ

る補助金額確定通知書を補助事業者に通知するものとする。 

 

（補助金の支払い） 

第１７条 補助金は、第１６条の規定により交付すべき補助金の額を確定したのち、支払うものと

する。 

２ 補助事業者は、前項の規定により補助金の支払いを受けようとするときは、様式第１３により

精算払請求書を委員会に提出しなければならない。 

３ 委員会は前項の精算払請求書の提出を受けた日から３０日以内に支払う。 

 

（交付決定等の取消し等） 

第１８条 委員会は、第９条または第１２条により認定事業または補助事業の中止または廃止を承

認をしたときは、第７条の補助事業の認定、第１０条による補助金の交付の決定の全部または一

部を取り消し、または変更することができる。 
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２ 委員会は、認定事業者または補助事業者が事業の認定または補助金の交付の決定の内容、事業

認定または交付決定に付した条件、またはこの要綱に違反したときは、補助金の交付の全部また

は一部を取り消すことができる。 

３ 委員会は、前項の規定による交付の決定の取消し、または変更を行ったときは、様式第１４に

よる事業認定・交付決定取消（変更）通知書によりその旨を補助事業者に通知するものとする。 

４ 委員会は、第１項または第２項の規定による取消しまたは変更を行ったときは、期限を付し

て、既に交付した補助金の全部または一部の返還を命ずることができる。 

５ 委員会は、第２項に基づく取消しを行い、前項に基づく補助金の返還を命ずる場合には、その

命令に係る補助金の受領の日から納付の日までの期間に応じて年１０.９５パーセントの割合で

計算した加算金の納付を併せて命ずるものとする。 

 

（財産の管理および処分） 

第１９条 補助事業者は、当該補助事業により取得しまたは効用の増加した財産（以下「取得財産

等」という。）について、善良な管理者の注意をもって適切に管理しなければならない。 

２ 取得財産等の管理期間は、事業の完了した日の属する会計年度の終了後５年間とする。 

３ 委員会は、前項の期間中において必要があると認めたときは、補助事業者の管理状況を調査す

ることができるものとする。 

 

（立入検査等） 

第２０条 委員会は、補助金交付事業の適正を期するため、必要に応じて、補助事業者に対して報

告させ、または委員会が指定する者により、補助事業者の事務所等に立ち入り、関係帳簿書類そ

の他の物件を検査させ、もしくは関係者に質問することができるものとする。 

 

(帳簿の備付け) 

第２１条 補助事業者は、補助事業に係る経理についての収支の事実を明確にした証拠書類を整理

し、かつ、これらの書類を補助事業が完了した日の属する会計年度の終了後５年間保存しなけ

ればならない。 

 

（事業経過報告または事業成果報告） 

第２２条 補助事業者は、補助事業の完了した日の属する会計年度の翌年度から、３５年間は毎年

の３月末日を期限に、様式第１５による事業成果報告書を委員会に提出しなければならない。 

 

（収益納付） 

第２３条 委員会は、第２２条の規定に基づき提出された事業成果報告書 により、補助事業者が

補助事業の事業化、知的財産権の譲渡又は実施権の設定及びその他補助事業の実施結果の他への

供与による収益が生じたことを確認したときは、別紙に定めるとおり、補助事業者に対し、収益

の一部を納付することを命ずることができるものとし、補助事業者は当該納付命令にしたがって

納付しなければならない。ただし、補助事業者の経常収益が赤字の場合は、納付を免除するもの

とする。 
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（事業撤退する場合の措置） 

第２４条 補助事業者は、補助事業の完了した日から５年以内に、事業から関与しなくなる場合に

は、本要綱により生じる全ての権利義務を承継する者を定めたうえで、委員会に対してその旨

を報告しなければならない。 

２ 前項の権利義務を承継する者は、第７条第２項による事業認定の通知日に遡って、補助事業者

の権利義務を承継したものとする。 

 

（成果の公表） 

２５条 補助事業者が本事業で得た成果については、委員会が公表することができるものとする。

ただし、特許等については両者協議の上、公表するものとする。 

 

 (雑 則)･ 

２６条 委員会は、補助金交付事業の円滑かつ適正な運営を行うために必要な事項について、別に

定めることができる。 

２ 補助事業者は、補助金の交付等に関して委員会から指示があったときは、その指示に従わなけ

ればならない。 

 

 

 

 

附  則 

この要綱は、令和５年４月１日から施行する。 
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別表（第４条関係） 

補助対象経費等について 

項目 内容 

補助対象エリア 

中央 1丁目、中央 3丁目、愛宕坂周辺  

右図の着色部分 

 

 

 

 

 

 

 

 

補助対象事業 
①新築・建替工事    

②改修工事（既存物件） 

補助対象期間 

事業認定日から事業完了の日まで 

（事業は遅くとも当該事業年度の２月１５日までに完了するものとす

る） 

補助率 ３分の２ 

補助限度額 

【①新築・建替】 

 a 中央 1丁目  

  補助単価：基準となる工事単価 400千円/㎡×床面積×2/3 

＝266千円/㎡ 

  上  限：48,000千円/件 

  

b 中央 3丁目、愛宕坂周辺  

  補助単価：基準となる工事単価 500千円/㎡×床面積×2/3 

＝333千円/㎡ 

  上  限：60,000千円/件 

 

【②改修工事（既存物件）】 

 a 中央 1丁目  

  補助単価：基準となる工事単価 280千円/㎡×床面積×2/3 

       ＝186千円/㎡ 

  上  限：32,000千円/件 

 

b 中央 3丁目、愛宕坂周辺  

  補助単価：基準となる工事単価 350千円/㎡×床面積×2/3 

       ＝233千円/㎡ 

  上  限：40,000千円/件 

 

・算定の基準となる床面積は、観光誘客に資する洗練された店舗等の運 

営に必要な建物部分の延床面積とする。 

 

補助対象経費 

補助対象事業に必要な経費のうち次に掲げるもの（補助対象期間中に補

助対象業者が支払ったものに限る）。 

 

工事費（解体※注 1、躯体、外装、内装）、設備導入※注 2、設計費 

※注 1：解体費は、総事業費の 20％までを補助対象とする。    

※注 2：美術品類等除く 
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諸条件 

1 出店に際して考慮すべき点 

・県内外の観光客・インバウンド誘客につながる福井らしさを PRできる 

店舗であること 

・旧料亭街の和の風情にマッチした洗練された店舗であること 

・浜町を中心とした周辺エリアの文化・風土を感じさせる雰囲気や 

メニューの提供 

・有名料亭等で修業した若手料理人などの起用 

・福井の食文化、美食の提供 

 

２ 事業費 

・補助対象経費の㎡あたりの単価が、基準となる工事単価を上回ること 

①新築・建替             

 a 補助対象経費が 400千円／㎡以上   

 b 補助対象経費が 500千円／㎡以上    

 

②改修工事（既存物件） 

ａ 補助対象経費が 280千円／㎡以上 

ｂ 補助対象経費が 350千円／㎡以上 

  

・補助対象経費の㎡あたりの単価は、以下の式により算出するものとす 

る。 

補助対象経費／算定の基準となる床面積（店舗等の運営に必要な建物 

部分の延床面積） 

 

３ 判断基準 

・福井市が定める「福井都心地区特定景観計画区域」における景観形成 

基準に従うこと 

・洗練された店舗等で「１出店に際して考慮すべき点」の条件をいずれ 

か複数満たすこと 

 ※福井商工会議所、福井県、福井市による３者会議において事前審査 

を行う 

 

 

補助対象とならない経費 

 ・ＩＣクレジットカード決済端末等の基本料、初回登録料、保守経費、運営経費、振込手数料 

 ・グループの各企業の間の取引にかかる費用 

 ・建物改装費であっても物置の設置、防犯カメラの設置等、補助事業者の内部管理にかかるもの 

 ・謝金、不動産の購入費、保証金、敷金、保険料、公租公課（消費税および地方消費税額を含

む） 

 ・美術品類等 

 ・消耗品の購入に要する経費（例：食器、ハンガー、文房具、工具等） 

 ・飲食費、接待費、交際費、遊興・娯楽に要する費用 

 ・直接売上や利益につながる費用（ただし、当該事業で作成するパンフレットやホームページ等

による宣伝・広告の際に、当該商品の説明や価額、申込方法等を記載することはこの限りでは

ない。） 

 ・フランチャイズ契約、代理店契約等における保証金、加盟金、契約金等 

 ・他の国、県、市町の補助金により、補助対象となっているもの 

 ・その他、公的資金の使途として社会通念上、不適切と判断する経費 
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別紙（第２３条関係） 

収益納付について 

 

納 付 額：・交付後、５年間の総営業利益の実績が当初の計画目標を超えている場合にその金額 

（５年間の累計） 

     ・事業者の行う事業全体ではなく、補助対象事業の営業利益で判断する 

     ・ただし、事業者の行う事業全体の直近決算期の経常収益が赤字の場合は、補助対象経

費の営業利益が目標値を超えていても納付を免除する。 

    

納付時期：交付後５年目（５年計画の終了時点） 

納付上限： ファンド事業の他メニューによる想定交付額との差額の１／２ 

      

 

 

 


